
錦 江 町 農 業 委 員 会 １ ２ 月 総 会 議 事 録 

 

 

○ 開催日時 平成３０年１２月１４日（金） 午後３時３０分から 

○ 開催場所 錦江町役場 会議室 

○ 出席委員（農業委員１５人、農地利用最適化推進委員８人） 

会長      １番  宿利原勝吉 

代理      ２番  鈴  一麿 

委員      ３番  鍋  康博 

〃       ４番  鳥越 秀一 

〃       ５番  徳永 哲朗 

〃        ６番  坂元 博美 

〃       ７番   寺田 郁哉 

〃       ８番  安水 純一 

〃       ９番  元丸 敏朗 

〃      １０番  貫見 和洋 

〃      １１番  毛下 利美 

〃      １２番  内薗 雄治 

〃      １３番  宿利原 進 

〃      １４番  本釜 好子 

〃      １５番  平原  榮 

 

農地利用最適化推進委員 

〃      内薗 政文 

〃      山中 徹 

〃      水流 佳文 

〃      竹原 政洋 

〃      西川 健児 

〃      折小野 道男 

〃      横原 利己 

〃      弓指 義洋 

 

○欠席委員 

農地利用最適化推進委員 安水 峯晴 

 

 

○事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子  

  



○議事日程 

 １、開会 

 

 ２、農業委員憲章朗読 

 

 ３、会長あいさつ 

 

 ４、議 事 

 

  第１ 議事録署名委員の指名について 

 

  第２ 会務報告について 

 

  第３ 附議事項 

 

議案第３０号  農地法第３条許可申請（所有権移転）について 

 

議案第３１号  農地法第３条許可申請（賃貸借権）について 

 

議案第３２号  農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利 

         用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

 

議案第３３号  非農地証明願について 

 

     議案第３４号  平成２９年度に実施した地籍調査事業に伴う農地の地目変更の 

             協議について 

 

     

  



議 長  只今より平成３０年１２錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日は安水推進委員が欠席ですが、錦江町農業委員会会議規則第８条の規定によ

り、総会は成立していることをお知らせします。 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会議

録署名委員に８番 安水委員と９番 元丸委員を指名いたしますので、よろしくお

願いします。 

 

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。 

事務局から報告と説明をお願いいたします。 

 

事務局 「会務報告と説明」 

 

議 長 只今の会務報告について、質問等はありませんか。 

 

 

全委員 （発言なし） 

 

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

 

議 長 議案第３０号 農地法第３条許可申請(所有権移転)についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは議案第３０号について説明いたします。 

受付番号８号の譲渡人は、Ｏ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は城元字平見５２４７番５、地目は畑、地積は１，３７３㎡となってい

ます。 

譲受人はＯ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

この申請は売買による所有権移転となっています。 

Ｏ・Ｔさんの経営状況は、世帯員４名、労働力４名、自作地１４，７３１㎡で、

水稲、露地野菜を主体とした経営をされています。 

農業機械等の所有状況は、トラクター、耕転機各１台となっています。 

この件の担当調査員は、８番 安水委員です。 

以上です。 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告を８番 安水委

員お願いします。 

 



８ 番 

安水委員 

はい。報告をいたします。 

現在、Ｏ・Ｔさんが、Ｏ・Ｋさんの鶏舎を借りており、その鶏舎を今買い取る手

続き中であります。その鶏舎の隣にあるＫさんの農地をＴさんに買って欲しいとの

相談がありました。Ｔさんは養鶏を中心に農業をしておりますが、両親と梅の方も

栽培しております。しっかりと農地も管理しておりますので、何ら問題は無いと思

いますので、よろしくお願いいたします。因みに売買価格の方は○○万円でした。

以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第３０号を採決します。 

お諮りします。 

議案第３０号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３０号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、議案第３１号 農地法第３条許可申請(賃貸借権)についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは議案第３１号について説明いたします。 

受付番号９号の貸し人は、Ｏ・Ｈさん、Ｇ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字高塚２６０４番１、地目は畑、地積は３，６３２㎡となっ

ています。 

次の受付番号１０号の貸し人は、Ｔ・Ｋさん、Ｈ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字四本松１９７０番１、地目は畑、地積は３，０３４㎡とな

っています。 

次の受付番号１１号の貸し人は、Ｔ・Ｍさん、Ｔ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字平原１８８４番、地目は畑、地積は１，４７４２㎡と、田

代川原字池ノ迫１９２７番、地目は畑、地積は２，５４２㎡で、２筆の合計は４，

０１６㎡となっています。 



次の受付番号１２号の貸し人は、Ｔ・Ｍさん、Ｔ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字池ノ迫１９３３番１、地目は畑、地積は１，１０９㎡とな

っています。 

次の受付番号１３号の貸し人は、Ｈ・Ｍさん、Ｈ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字ロサイ２１０４番１、地目は畑、地積は１，１０９㎡とな

っています。 

次の受付番号１４号の貸し人は、Ｓ・Ｓさん、Ｇ自治会在住の方です。 

申請地は、田代川原字四本松１９６２番２、地目は畑、地積は４，６４１㎡と、

田代川原字四本松１９６３番、地目は畑、地積は１，３３４㎡と、田代川原字ロ

サイ２１０４番４、地目は畑、地積は１，３６１㎡と、田代川原字ロサイ２１０

４番５、地目は畑、地積は５２５㎡と、田代川原字ロサイ２１３６番１、地目は

畑、地積は２，４０１㎡で、５筆の合計は１０，２６２㎡となっています。 

次の受付番号１５号の貸し人は、Ｔ・Ｍさん、Ｔ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字ロサイ２１３６番２、地目は畑、地積は１，５３１㎡とな

っています 

借り人はは(株)Ｎさん、Ｋ市に拠点を置く法人です。 

(株)Ｎさんの経営状況は、構成員(取締役役員)４名、労働力（農場長）１名と

なってりまして、ゴボウの生産をしたいということでした。 

賃借料は受付番号９号が反当８，０００円、受付番号１０号が反当５，０００

円、受付番号１１号が反当５，０００円、受付番号１２号が反当５，０００円、

受付番号１３号が反当８，０００円、受付番号１４号が四本松が反当５，０００

円、ロサイが反当８，０００円、受付番号１５号が反当８，０００円となってい

ます。 

農業機械等の所有状況は、トラクター、堀取り機各１台となっています。 

 (株)Ｎさんですが、皆さんご存知のとおり、農業資材の販売、太陽光発電等、

各種事業を展開されております。 

 農業部門では、Ｋ市の方で、ゴボウの委託生産、集出荷をされているとのこと

で、今回、自社で直接生産を行いたいということでの申請となっております。 

 (株)Ｎさんについては、現在まで農業生産の実績がないということで、今回農

地法３条による解除条件付農地賃貸借契約となっております。 

 以上で説明を終わります。以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

１ 番 

宿利原委員 

この１４番のＳ・Ｓさんのここはあっせんにかかって、売買にかかていたんだが、

わっぜい藪になってたんだが、太陽光は作らんたろなあ。 

 



事務局 太陽光はできないところなので。荒れているところについては、未だ木も生えて

いないので。 

 

１ 番 

宿利原委員 

見にいったんだけど、わっぜい荒れている畑やっど。買い手を見つけたんだけど、

見に行ったら断ったんだけど。３年間の賃貸だから綺麗になるんだろうけど。 

 

２ 番 

鈴 委員 

ゴボウを作るんですか。 

事務局 はい。ゴボウの生産をしたいということでした。今、Ｋで委託をしてゴボウを作

っているんですが、今度、自社で直接ゴボウの生産をしたいということでした。 

 

１ 番 

宿利原委員 

買い手もいないから。わっぜい藪だったから。これが反当５千円ぐらいだけど。

良いことなんだけど。鍋さんが担当であそこあたりを見たんだけど、わっぜい荒れ

ているんですよ。 

 

弓 指 

推進委員 

この前、１０月の初めぐらいに２人連れで来て、ずっと見て回ってましたよ。 

わっぜい所やが借りるんだろうかと思ってたんだけど。 

 

１ 番 

宿利原委員 

畑自体は良い畑なんですよ。土手がわっぜい高けかったいすいば。 

 

 

事務局 現地の方はもう先ほどあったように確認はされております。 

 

 

１ 番 

宿利原委員 

まあ３年の賃貸でしてあって、ゴボウを作るということで、何ら問題は無いんで

しょうね。 

 

６ 番 

坂元委員 

解除条件はどういうものですか。 

 

 

事務局 解除条件というのは、貸主の方が借主の方が適正に農地を利用していないといっ

たときに、一方的に契約が解除ができるというものです。基盤法では合意解約でし

ますけれども、もう貸さないと。ちゃんと利用していないからと。ただ利用してい

ないということであって、作っているのに解約するというのは合意解約なんですけ

れども、借りたんだけれども荒らしているときには、地主さんの方が一方的に契約

解除を申し出ることが出来るというものです。これについては、耕作状況を毎年農

業委員会の方に報告をしなければならないと。借主の方が。そして農業委員会は県



にも報告をすることになっています。 

 

３ 番 

鍋 委員 

これは結局、ここの農業委員会には上がって来ているけれども、土地改良区の方

との話し合いというようなのは、何にも繋がっていないのですか。 

 

事務局 そこは未だ無いです。 

 

 

３ 番 

鍋 委員 

会があった時には、これを出してみらんならと思っていたんだけれども。 

 

 

事務局 契約の内容を見ると水利費を含むになっているんで、Ｎさんが改良区に水利費代

を払うという契約にはなっていないですから、やはり地主さんが払うということで

す。 

 

３ 番 

鍋 委員 

その込みで金額が決まっているんですね。 

 

 

事務局 だからロサイの方は８，０００円、畑灌代を含む形での賃借料設定です。 

ですから、あくまでも地主さんが改良区には支払うということです。 

 

議 長 他にありませんか。 

 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３１号を採決します。 

お諮りします。 

議案第３１号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３１号については、原案のとおり決定しました。 



議 長 次に、議案第３２号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による 

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請についてを議題としま

す。 

お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は１０７筆の利用集積計画について審議しなければ

なりませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を５回に分けて行い、 

事務局説明と調査員の報告は継続の案件を省略し、新規のみの案件だけとして、

その都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは議案第３２号のうち、受付番号３１４号から３４８号までを議題と 

します。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第３２号のうち、受付番号３１４号から３４８号までについて説 

します。 

 先ず、受付番号３１４号から３２３号までは、継続の案件ですのでお目通しくだ

さい。 

次の受付番号３２４号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｎ自治会在住の方です。申請地は

城元字森山１３１９番、地目は田、地積は７８３㎡となっています。貸付期間は平

成３０年１２月１５日から平成３５年１２月１４日までで、小作料金は７０，００

０円となっています。次の受付番号３２５号の貸し人はＳ・Ｓさん、Ｎ自治会在住

の方です。申請地は城元字宮前１２９８番、地目は田、地積は３１０㎡となってい

ます。貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３３年１２月１４日までで、小

作料金は米１俵となっています。次の受付番号３２６号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｓ

自治会在住の方です。申請地は城元字上押切１７０５番、地目は田、地積は１，５

２２㎡となっています。貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３１年１２月

１４日までで、小作料金は米１０俵となっています。次の受付番号３２７号、３２

８号の貸し人はＩ・Ｆさん、Ｎ自治会在住の方です。申請地は、３２７号が城元字

平田１１７８番、地目は田、地積は５６８㎡、３２８号が城元字中鳥井１２５１番、

地目は田、地籍は３，０１７㎡のうち１，５００㎡で、２筆の合計は２，０６８㎡

となっています。貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３５年１２月１４日

までで、小作料金は３２７号が２０，０００円、３２８号が１００，０００円とな

っています。受付番号３２４号から３２８号の借り人は、Ｋ・Ｔさん、Ｓ自治会在



住の方です。Ｋ・Ｔさんの経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、小作地３，

２８５㎡で、水稲、スナップを主体とした経営をされています。農業機械の所有状

況は、移動式動噴１台となっています。 

次の受付番号３２９号、３３０号の貸し人はＮ・Ｔさん、Ｆ自治会在住の方です。

申請地は、３２９号が城元字上押切１７０６番、地目は田、地積は２７３㎡、３３

０号が馬場字西ノ下８４５番、地目は田、地籍は３６３㎡で、２筆の合計は６３６

㎡となっています。貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３５年１２月１４

日までで、小作料金は米３俵となっています。受付番号３２９号、３３０号の借り

人は、Ｋ・Ｋさん、Ｓ自治会在住の方です。Ｋ・Ｋさんの経営状況は、世帯員２名、

農業従事者１名、雇用が８人で１，９２０日、小作地３８，７６９㎡で、水稲、野

菜を主体とした経営をされています。農業機械の所有状況は、トラクター３台、ブ

ーム、コンバイン各１台、乾燥機４台となっています。 

受付番号３２４号から３３０号までの担当調査員は、４番 鳥越委員です。 

次の３３１号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。申請地は神川字井

手ノ河３０２５番１、地目は田、地積は４２５㎡となっています。 貸付期間は平

成３０年１２月１５日から平成３３年１２月１４日までで、小作料金は米２俵とな

っています。借り人は、Ｍ・Ｍさん、Ｋ自治会在住の方です。Ｍ・Ｍさんの経営状

況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地１１，５９３㎡、小作地５，５４３㎡

で、水稲、人参を主体とした経営をされています。農業機械の所有状況は、軽トラ

ック２台、トラクター、ハーベスター各１台となっています。 

この件の担当調査員は、５番 徳永委員です。 

次の３３２号から３４８号までは継続の案件ですので、お目通しください。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願いし

ます。 

先ず、受付番号３２４号から３３０号までについて、４番 鳥越委員お願いいた

します。 

 

４ 番 

鳥越委員 

 はい。報告いたします。 

 このＫ・Ｔさんですけれども、これはＫ・Ｋさんの息子であって、認定新規就農

者ということで、去年帰ってきて農業を始めて、すごく意欲のある青年でございま

す。このＫ・Ｔさんの物件については、これはハウスがあり、これは結構新しいと

いうことで、一応小作料の方が７０，０００円となっております。それとＩ・Ｆさ

んの分ですけれども、これも二つともハウスであり、２０，０００円の方はちょっ

とハウスが老朽化ということで、安くしてもらっています。あとの１，５００㎡の

方についても、これもまたハウスが新しいということで、小作料が１００，０００



円となっております。Ｉ・Ｆさんの所は、ご主人が去年亡くなり規模縮小というこ

とで、Ｋさんの方に作って下さいということでありました。 

それとＫ・Ｋさんですけれども、これは元々、前々からＫ・Ｋさんが作っていら

っしゃって、今回こういうあっせんに出たような状態です。Ｋ・Ｋさんは、ネギ、

ジャガイモ、水稲、多品目作られて、何ら問題は無いかと思いますので、よろしく

お願いします。以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３３１号について、５番 徳永委員お願いいたします。 

５ 番 

徳永委員 

 はい。３３１号のこの田んぼはですね。耕作されていた方が亡くなられたもんで

すから、急遽隣の田んぼを耕作されているＭ・Ｍさんと話をしまして、作りましょ

うということになった物件です。Ｍさんは水稲、それから人参を耕作されておりま

すが、自分の土地、それから借りている田んぼ、すべて良く耕作、管理されており

ますので、問題は無いんじゃないかというふうに思っております。よろしくお願い

します。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３２号のうち受付番号３１４号から３４８号までを採決しま

す。 

お諮りします。 

議案第３２号のうち受付番号３１４号から３４８号までについては、原案のと 

おり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３２号のうち受付番号３１４号から３４８号までにつ

いては、原案のとおり決定しましした。 

 



議 長 次に議案第３２号のうち、受付番号３４９号から３６１号までについてを 

議題とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第３２号のうち、受付番号３４９号から３６１号までについて

説明をいたします。 

先ず、受付番号３４９号、３５０号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方で

す。申請地は、３４９号が馬場字下ノ船６００６番４、地目は畑、地積は１，３３

８㎡、３５０号が馬場字下ノ船６００８番１、地目は畑、地積は３，３３８㎡で、

２筆の合計は４，６７６㎡となっています。 貸付期間は平成３０年１２月１５日

から平成３５年１２月１４日までで、使用貸借のため小作料は発生しません。 

 受付番号３４９号、３５０号の借り人は、Ｋ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。

Ｋ・Ｋさんの経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、現在、自作地、小作地は

ありませんが、認定新規就農の申請予定者で、これから甘藷、大根を主体とした経

営をされる予定となっています。農業従事日数は２５０日で、農業機械は貸借の予

定です。受付番号３４９号、３５０号の担当調査員は、８番 安水委員です。 

次の受付番号３５１号から３５３号までの貸し人はＯ・Ａさん、Ｈ自治会在住の

方です。申請地は３５１号が田代川原字馬庭原６２１番、地目は田、地積は３６６

㎡、３５２号が田代川原字馬庭原６２２番、地目は田、地積は８３９㎡、３５３号

が田代川原字馬庭原６３１番、地目は田、地積は３６８㎡で、３筆の合計は１，５

７３㎡となっています。 貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３５年１２

月１４日までで、使用貸借のため小作料は発生しません。 受付番号３５１号から

３５３号の借り人は、Ｋ・Ｔさん、Ｕ自治会在住の方です。Ｋ・Ｔさんの経営状況

は、世帯員１名、農業従事者１名、小作地３１，３８８㎡で、水稲、露地野菜を主

体とした経営をされています。農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、

コンバイン、畝立機、掘り取り機、田植機各１台となっています。 

受付番号３５１号から３５３号までの担当調査員は、１０番 貫見委員です。 

次の受付番号３５４号は継続の案件ですのでお目通しください。 

次の受付番号３５５号の貸し人はＡ・Ｙさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は神川字原田３２０８番、地目は田、地積は１，１８８㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３４年１２月１４日までで、小作料

は２２，０００円となっています。借り人は、Ｎ・Ｙさん、Ｋ自治会在住の方です。

Ｎ・Ｙさんの経営状況は、世帯員３名、農業従事者３名、自作地１６，２５２㎡、

小作地５５，８６４㎡で、水稲、野菜を主体とした経営をされています。農業従事

日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター２台、軽トラック、トラッ

ク各１台、管理機６台となっています。 

次の件の担当調査員は、１２番 内薗委員です。 



次の受付番号３５６号から３６１号までは、継続の案件ですのでお目通しくださ

い。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いしま

す。 

先ず、受付番号３４９号、３５０号について、８番 安水委員お願いいたしま

す。 

 

８ 番 

安水委員 

はい。報告をいたします。 

借り人のＫ・Ｋさんと貸し人のＫ・Ｔさんは親子関係になります。Ｔさんの二男

坊です。Ｋさんは花屋さんで働いていましたが、農業がしたいと錦江町に帰って来

て１年になります。その間、Ｋさんを見ておりますが、真面目に一生懸命農業に取

り組んでおります。錦江町に家も構え、奥さんと共に頑張っております。きっと錦

江町の農業を支えてくれる人だと思っております。どうぞご審議の程よろしくお願

いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３５１号から３５３号までについて、１０番 貫見委員お願い 

いたします。 

 

１０番 

貫見委員 

はい。受付番号３５１号から３５３号の借り人はＫ・Ｔさんでございます。農 

業に意欲を燃やしている若者でございます。そして認定新規就農者でもあります

し、錦江町の定める要件はクリアしていると思われますので、問題は無いかと思い

ます。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３５５号について、１２番 内薗委員お願いいたします。 

１２番 

内薗委員 

はい。３５５号のＡ・Ｙ子さんの田んぼなんですけれども、ご主人が亡くなられ 

て作れないということで、人を探していたんですけれども、Ａ・Ｙさんの田んぼを

借りているＮ・Ｙさんが借りてくれるということで頼みました。Ｎ・Ｙさんは、Ａ

種苗会社で専務をしていて、従業員が６名、パートが４名、計１０名の雇用を雇っ

ていて、経営内容もしっかりしていて、認定農業者でもありますし大丈夫だと思い

ます。ご審議の程よろしくお願いします。 

 



議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

９ 番 

元丸委員 

Ｋさんは何歳ですか。 

 

 

１２番 

内薗委員 

３０歳です。 

 

 

議 長 他に質疑はありませんか。 

 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３２号のうち受付番号３４９号から３６１号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第３２号のうち、受付番号３４９号から３６１号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３２号のうち、受付番号３４９号から３６１号までに

ついては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第３２号のうち、受付番号３６２号から３７６号までについてを 

議題とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第３２号のうち、受付番号３６２号から３７６号までについて

説明をいたします。 

受付番号３６２号から３６８号までは、継続の案件ですのでお目通しください。 

次の受付番号３６９号の貸し人はＯ・Ｙさん、Ｋ市在住の方です。 



申請地は、神川字梅ノ木９５２０番１３、地目は畑、地積は２，９３７㎡となっ

ています。 貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３５年１２月１４日まで

で、小作料金は２０，０００円となっています。借り人は、Ｉ・Ｋさん、Ｋ自治会

在住の方です。Ｉ・Ｋさんの経営状況は、世帯員３名、農業従事者３名、自作地１

１，４５５㎡で、肉用牛、大根を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラック各

２台、トラック、ショベル、ロールベイラー各１台となっています。 

次の受付番号３７０号の貸し人はＯ・Ｋさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は馬場字堀ノ根６１９３番１、地目は畑、地積は７，６０８㎡となってい

ます。貸付期間は平成３０年１２月１５日から平成３５年１２月１４日までで、小

作料金は２０，０００円となっています。借り人は、Ｋ・Ｔさん、Ｍ自治会在住の

方です。Ｋ・Ｔさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者１名、雇用が３人で８

０日、自作地２，７０７㎡、小作地２４，７６８㎡で、肉用牛、カンショ、高菜を

主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２５０日で、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラック各

２台、ライムソアー、ツル払い機各１台となっています。 

受付番号３６９号、３７０号の担当調査員は、竹原推進委員です。 

次の受付番号３７１号から３７６号までは、継続の案件ですのでお目通しくださ

い。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いし

す。 

受付番号３６９号、３７０号について、竹原推進委員お願いいたします。 

 

竹 原 

推進委員 

はい。３６９号、３７０号の借り人はＩ・Ｋさんです。前作っていらっしゃた方

が農業を止めて、Ｋさんが作るようになりました。Ｋさんは認定農業者でもありま

すので、問題は無いかと思います。 

次の３７０号の借り人はＫ・Ｔさんです。牛を中心に、綺麗に耕作される方で問

題ないかと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 



２ 番 

鈴 委員 

Ｋさんの子ですか。 

 

 

１ 番 

宿利原委員 

Ｋさんの子じゃなくて、Ｋさんの兄さんの子。甥っ子です。今大根を作った

り、牛を中心にされています。 

 

議 長 他に質疑はありませんか。 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３２号のうち受付番号３６２号から３７６号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第３２号のうち、受付番号３６２号から３７６号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３２号のうち、受付番号３６２号から３７６号までに

ついては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで○番 ○委員、○推進委員の退出を求めます。 

「○委員、○推進委員退出」 

議 長 次に議案第３２号のうち、受付番号３７７号、３７８号についてを議題とし 

ます。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

事務局 それでは、議案第３２号のうち、受付番号３７７号、３７８号について説明 

いたします。受付番号３７７号、３７８号については継続の案件ですので、お

目通しください。 

以上です。 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３２号のうち、受付番号３７７号、３７８号についてを採決

します。 

お諮りします。 

議案第３２号のうち、受付番号３７７号、３７８号については、原案のとおり

決定することにご異議ありませんか 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３２号のうち、受付番号３７７号、３７８号について

については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで○番 ○委員、○推進委員の入室を求めます。 

「○委員、○推進委員入室」 

議 長 次に議案第３２号のうち、受付番号３７９号から４２０号までについてを 

議題とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第３２号のうち、受付番号３７９号から４２０号までについて

説明をいたします。 

受付番号３７９号から４２０号については、農地中間管理事業による利用権

の設定でございます。 

 お手元の配分計画案をご覧ください。 

 左側が利用権設定対申請地、中ほどが再配分条件、右側が再配分予定者、そ

して一番右側が協力金対象欄となっています。一番真ん中のところが従前の耕

作者ということで、利用権設定契約という中で基盤法によるという記載がある

ものについては、基盤法から中間管理事業への乗り換えでございます。 

 それからＹ・Ｔさん、Ｍ・Ｉさんの分は、賃借料の変更があったということ

で、一旦解約して、再度の契約ということになっているようでございます。そ

れから配分計画の１番、２番、３番につきましては、これは耕作者の変更とい

うことになっています。ですので、１番、２番、３番については耕作者の変更

だけですので、今回の審議の中には入っていません。 



説明については以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

７ 番 

寺田委員 

この小作料０というのはどういう意味ですか。 

 

 

事務局 使用貸借です。 

 

 

７ 番 

寺田委員 

０が多いがと思って。 

 

 

事務局 馬庭原の所は、Ｋ・Ｔ君が借りるんですけれども、もう殆ど使用貸借です。 

 

３ 番 

鍋 委員 

馬庭原というのはＫさん宅の前のあそこらへんですか。 

 

 

事務局 そうです。あそこらへんは全部、Ｋ・Ｔ君が作ることになります。 

 

 

１０番 

貫見委員 

水利費は反当３，０００円払うようになっています。これは０ですけれど

も。水利組合の方に反当３，０００円は。 

 

６ 番 

坂元委員 

借主が払うの。 

 

 

１０番 

貫見委員 

借主が米を作らんでも決まっています。あの辺は。 

 

 

５ 番 

徳永委員 

Ｋさん。一気に３町歩ぐらい増えているんですけど、管理ができるんだろう

か。 

 

事務局 Ｋさんはですね。この馬庭原という小字はちょうど家の前で、爺さん,婆さ

んと一緒に３人で頑張っているんですけれども。 

 



１０番 

貫見委員 

里芋を植えるもんだから、５年に１回しか植えられないですよ。連作が出来

ないもんですから。 

 

事務局 その間は水稲を作ったり、カボチャを作ったり。 

 

 

５ 番 

徳永委員 

作らない場所の管理というのは。 

 

 

１０番 

貫見委員 

管理はしています。 

 

 

３ 番 

鍋 委員 

管理はトラクターを入れて、荒れていません。 

 

 

事務局 面積が一気に増えるんですけれど、場所的には大体一緒の所です。集約とい

う形で、一か所に。 

 

議 長 他に質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３２号のうち、受付番号３７９号から４２０号までを採決し

ます。 

お諮りします。 

議案第３２号のうち、受付番号３７９号から４２０号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３２号のうち、受付番号３７９号から４２０号までに

ついては、原案のとおり決定しました。 

 



議 長 次に、議案第３３号 非農地証明についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 それでは議案第３３号について説明します。 

受付番号５号の申請者はＭ・Ｅさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は城元字宮ケ原２０８５番３、地籍は８８㎡、地目は台帳は畑、現況は

宅地となっています。 

１８頁から２０頁にかけて位置図等を添付してありますので、お目通しをお

願いいたします。 

この件の担当調査員は、山中推進委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いしま

す。 

受付番号５号について、山中推進委員お願いします。 

 

山 中 

推進委員 

はい。報告します。 

Ｍ・Ｅさんというのは、旧姓がＳ・Ｅさんでございます。Ｋの入り口の、こっち

から行ったら左側になります。１２月１２日に鳥越委員と事務局と現地調査に行き

ました。場所は城元から田代へ上がる途中の広いカーブの所の外れといいますか、

Ｋ神社の境内の一番上の所です。梅の木と竹が出ていまして、耕作が出来ないとい

うことで、本人も年に何回か家に帰ってくるんですが掃除くらいしか出来ないとい

うことで、認めてくださいということです。耕作が出来ないということです。よろ

しくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

事務局 農業用の倉庫を親戚の方が作ってまして、殆んど敷地はその倉庫で占めてい

る状況です。 

議 長 質疑はありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 



議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３３号を採決します。 

お諮りします。 

議案第３３号については、非農地とすることにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３３号ついては、非農地とすることに決定しました。 

 

議 長 次に議案第３４号 平成２９年度に実施した地籍調査に伴う農地の地目変更の 

協議についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、議案第３４号について説明いたします。 

この件につきましては、町長より平成２９年度に実施した地籍調査に伴う農 

地の地目変更の協議がございました。田代麓地区の農地からの農地外への地目

変更が２６３件と農地外から農地への地目変更が１件となっております。 

個別の変更内容につきましては、後ほど回覧いたします資料で確認をお願い 

します。調査地区としては、土屋、小榎、八ノ尾、横峯、串目川原、丸塚、先

中野となっています。地図の方をお手元の方にお配りしましたが、今回の協議

は、この赤い線で囲まれています調査地区に関するものでございます。しばら

くの間、それぞれの内容について確認、検討をいただいて、後ほど協議をお願

いしたいと思います。 

 以上です。 

 

議 長  それでは、資料を回覧いたしますので確認の上、検討をお願いします。 

しばらく休憩します。 

 

議 長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは内容を確認いただいたと思いますので、協議をお願いいたします。 

意見、質問など、ある方はどなたからでも結構ですので、出していただきた

いと思います。 

 

６ 番 

坂元委員 

 この農地外から農地への地目変更の１件についてですけれども、この場所を

地図で確認したら、丁度もう周辺は全部山林なんですね。入り込みの所の、今



回、農地外から農地への変更をされているところで、もう本人の確認は取れて

いるんでしょうけれども、今は田んぼを作っていらっしゃるんですけれども、

数年前までは荒れていたりしていた経緯もある所だと思っています。本人に聞

いてもらって農地に戻すのかどうかですね。相続の手続きをするにしても、や

がて買いたい人がいて売るときにしても、農業委員会を通さなければいけない

手続きが一作業増える訳で、今のまま田んぼは作って良いわけですから、わざ

わざ農地にする必要があるのかなあというふうに思っているんですけれども。

ここの近くの横原推進委員が近くの方ですけれども、現場は十分知っていらっ

しゃいますので、本人と再度そこは確認をして、説明をして、できればもうそ

のまま山林のままでした方が良いんじゃないかなあと思うんですけれども。将

来的に本人のことを考えてもですね。 

 

事務局  一応事務局としては話はさせて頂きたいと思いますが、地籍の方から行く

と、登記法というのを法務局の方は言われると。で、登記法上の変更というの

はやはり現況であるというので、いろいろと協議はしたんですが、現状、田ん

ぼの部分と山の部分と分筆して田んぼとして登記すると。現状が耕作をされて

いる田んぼを山林として実際登記できるのかどうかというのがはっきりわかり

ませんので、地籍の担当と協議はさせて頂きたいとは思います。 

 

６ 番 

坂元委員 

 担当はですけれども、本人の意向がなあ。 

 

 

事務局  本人は印鑑を付いていらっしゃるので確認をして。分筆予定となっていたの

で、分筆しなければそのまま山林として登記されるのかなあと思いますけれど

も、そこはまた、協議をさせて頂きたいと思います。 

 

議 長  他にありませんか。 

 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長  それでは、特に意見がなければ採決に入ります。 

 お諮りします。  

議案第３４号 平成２９年度に実施した地籍調査に伴う農地の地目変更の協

議については、原案のとおり承認することに異議ありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３４号 平成２９年度に実施した地籍調査に伴う農

地の地目変更の協議については、原案のとおり承認することに決定しました。 

 

議 長 以上で、平成３０年１２月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了い

たします。 
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